
第１４号                                 平成２３年４月発行 

 1

 

東日本巨大地震に関するお知らせ ２  

 

今回の東日本巨大地震でお亡くなりになられた方々と被災された皆

様に対し、心からお悔やみとお見舞いを申し上げます。 

栗原おさむは、地震発生直後の本市の震災に係わる様々な情報をわ

たらせテレビや市役所ホームページから入手できない多くの高齢者等

への情報伝達手段として紙に書いた情報「栗原おさむ News 第 13 号」

を緊急に 2万部発行いたしました。 

限られた地域での配布でしたが、お読みいただいた市民の方より多くの励ましやご提

案、ご要望等を電話やファクシミリ、メールでお寄せいただき、その中で実現可能なも

のから順次対応し、関係機関への要望も伝達させていただきました。 

その後において、本市の取り組みの結果や新たな取り組みなど情報に変化が生じてお

りますので、改めて「東日本巨大地震に関するお知らせ２」を発信させていただきます。

すでに情報をお持ちの方には重複いたしますがご容赦ください。 

「いま ここから」  郷土の書家相田みつを氏の作品 

 

市消防本部は、栃木県緊急消防援助隊として職員を岩手

県に派遣し、第１次派遣隊は被災の翌日３月１２日午前９

時に足利市を出発、翌１３日深夜２時に岩手県最北端久慈

市に到着、活動拠点を設け、今回の地震に伴う津波により

甚大な被害を受けた野田村の救助捜索活動にあたる。 

 ３６名の行方不明者を数える被災地帯野田村、その一帯

は海岸線まで一望できるが、一般の住宅で原形を留める建

築物はほぼ無く、ガレキの塊があちこちに点在する状況で、

住宅地図が参考にならない状況での活動。 

消防本部では隊員の疲労を考慮し、交代要員を派遣して

おり、２４日現在第４次派遣隊が、野田村で残る１名の行

方不明者の救助活動を実施。 

愛称：クリちゃん 

足足利利市市議議会会議議員員

みみんんななでで創創ろろうう  みみんんななのの足足利利
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環境放射能に関する情報 

●市測定の大気中放射線量について        環境政策課:20-2152 
３月２４日から１日に２回（午前９時と午後３時）携帯簡易型測定器により河南

消防署（堀込町）で大気中の放射線量を測定しています。 

測定日 測定時刻 測定値（最大） 風向き 風速(m/s) 

３/２８ 午後３時 ０．１２ 西南西 ３．９ 

３/２９ 午後３時 ０．２１ 南 ４．０ 

３/３０ 午後３時 ０．１５ 南 ２．８ 

◎人体の健康に影響を及ぼすレベルではありません。  

●市内水道水の放射性物質について         水質試験室：72-7998 

市内４箇所の浄水場水道水の放射性物質の検査を実施（３月２５日分）しています。単位：Ｂｑ／ｋｇ 

浄 水 場 名 放射性セシウム（セシウム１３７） 放射性ヨウ素（ヨウ素１３１） 

今福浄水場（今福町） 不検出 不検出 

大前浄水場（大前町） 不検出 不検出 

中川浄水場（中川町） 不検出 ０．９ 

白髭浄水場（小俣町） ０．１ ０．８ 

暫定基準値   ※１ ２００ ３００ 

乳児暫定基準値 ※２ － １００ 

※１ 原子力安全委員会が定めた飲食物に関する基準値   

※２ 食品衛生法に基づき、この数値を超えるものは乳児への水道水の摂取を控えることとされる基準値 

◎人体の健康に影響を及ぼすレベルではありません。 

●栃木県産野菜の放射能モニタリング検査について   農務課:20-2161 
栃木県において、下記の野菜の検査を実施（３月２４日採取分）。 

  県では、ホウレンソウ・カキナ・シュンギクの出荷自粛を要請しています。 

№ 自治体名 品 目 放射性セシウム 放射性ヨウ素 備 考 

１ 下野市 キュウリ １４．３ ２６．９  

２ 小山市 キュウリ ２２．６ ３２．７  

３ 小山市 レタス １０．９ ２３．８  

４ 高根沢町 アスパラガス １．８ ２９．５  

５ 宇都宮市 アスパラガス ２．０ ２５．２  

６ さくら市 シュンギク １５３．２ ４，３４０ 出荷自粛

７ 真岡市 シュンギク １４８．２ ２，０８０ 出荷自粛

８ 上三川町 ホウレンソウ ６５２．０ ５，２３０ 出荷自粛

９ 佐野市 カキナ ２５２．０ １，９７０ 出荷自粛

【暫定規制値】放射性セシウム:500Bq/kg 放射性ヨウ素:2,000Bq/kg 
 

●栃木県産原乳の放射能モニタリング調査結果について  農務課:20-2161 
栃木県において、下記の原乳の検査を実施（３月２４日採取分）。 

いずれも暫定規制値を下回っていることを確認。 
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【暫定規制値】放射性セシウム:200Bq/kg 放射性ヨウ素:200Bq/kg 

    

採取場所（集乳市町） 品目 放射性セシウム 放射性ヨウ素 

栃酪県北支所クーラーステーション（大田原市、那珂川町） 原乳 検出せず ４１ 

酪とち宇都宮クーラーステーション（小山市、栃木市、野木町） 原乳 検出せず ４１ 

両毛酪農クーラーステーション（足利市、佐野市、岩舟町） 原乳 検出せず ４３ 

市内の地震被害者への支援等 

●平成２３年度固定資産税の減免について           税務課:20-2129 

今回の地震で被害を受けた家屋について損害程度が基準を超えた場合、固定資産税が減免になる

場合がありますので、取り急ぎ修繕をするときは担当課まで連絡をしてください。 
 

●被災した住宅修繕の支援について            建築住宅課:20-2198 

住宅の新築、新築住宅の購入や住宅のリフォーム、被災住宅の修繕を行った市民へ商品券が交付

されます。また、下記の制度との併用も可能ですので、担当課にご相談ください。 

区    分 商品券の額 

１４０㎡未満 ５万円 

１４０㎡以上２００㎡未満 ７万円 

住宅新築・新築住宅

購入の住宅部分の

床面積 ２００㎡以上 １０万円 

２０万円以上１００万円未満 ５％相当額（千円未満切捨て）住宅リフォームの

請負金額 １００万円以上 ５万円 
 

●被災住宅修繕ローンの利子補助について          建築住宅課:20-2198 
  被災した自己用住宅の修繕などを行う方に対し、金融機関の貸付利子の一定額を市が支援する制

度がありますので、支援条件や金額など担当課にお問い合わせください。なお、各金融機関では通

常より有利な「災害復旧ローン」の取り扱いを開始しておりますので各金融機関にご相談ください。
 

●ガレキ等の処分受け入れ期間の延長について 
  地震で被害を受けた屋根瓦、ブロック等、ガラス類の受け入れ期間が２ヶ月延長されました。 

   ３月３１日 ⇒５月３１日  

なお、７５歳以上だけの高齢者世帯には市役所職員が引き取りに伺います。 

ご自分で直接持ち込む場合  ７３－５３００ 南部クリーンセンター 

高齢者世帯で依頼する場合  ９１－４１９１ 土木作業事務所  

その他の情報 

●避難者への救援物資の提供について             市社会福祉協議会:44-0322 

  福島県などからの避難者の方への救援物資の提供は、当初避難所（名草セミナーハウス等）のみ

だけでしたが、市内のアパートなどで在宅の避難生活をされている方にも救援物資の提供が始まり

ました。 

 

●期日前投票の会場変更について             選挙管理委員会:20-2236 
今回の選挙での期日前投票の場所は、市広報紙「あしかがみ」でのお知らせから変更となり、各

公民館での投票を中止し市役所市民ホールのみで行います。この変更は、計画停電が実施された場

合、ネットワークシステムが稼動できなくなるため停電中の同一人による複数投票を防止するため

のものです。 
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市議会等からの情報 

●補正予算について 
  今回の震災で市内各所に被害を受けたため、これらの復旧にかかる経費等を「災害復旧費等」と

して緊急に補正予算（１億４，２００万円）が議会最終日に提案され、即決しました。 

科 目 事 業 名 補正額（千円） 主 な 事 業 内 容 

防災対策事業費 40,044 避難所開設、非常用備蓄経費等 
総務費 

市制９０周年記念事業費 27,152 記念事業経費（大会は中止） 

道路災害復旧費 21,500 市道助戸新山福富通りほか 14路線 

河川災害復旧費 10,000 大久保町 74号排水路 災害復旧費 

公共用施設災害復旧費 43,304 市庁舎、市民会館、市民プラザ等修繕 
 

●市議会議員の義援金について 
３月議会は、今期（第２２期）最終の定例会であり、当初市執行部との懇親会を予定していまし

たがこれを自粛して、議員負担分の経費２０万５千円に議員一人当たり２万円を加えた７２万５千

円を日本赤十字社栃木県支部足利市地区長（市長）へ議長から手渡しました。 
 

●選挙公費負担経費（遊説車の運行中止）について 
今回の震災は、多数の被害者の生活に深刻な被害をもたらすとともに、市内外の経済にも大きな

影響を与えており、本年４月に執行される統一地方選挙においては、罹災した方々をはじめ、市民

の心情に配慮し、選挙期間中の選挙用自動車の使用を自粛（議員２６人中２４人が賛同しました。）

し、これによる公費負担経費を震災に伴う復興支援や避難された方々への支援に充てるよう市長に

申し入れました。 
 

●自由民主党足利支部の被災者救援募金活動について 

自由民主党足利支部では、所属市議会議員有志により３ヶ所で募金活動を

行い多くの市民の方から浄財をお預かりいたしました。 

期 日 場  所 金 額 参加議員 

とりせん葉鹿店 様 44,738 円 中山･石川 

３／２０(日) 
スーパービバホーム足利堀込店 様 26,482 円 栗原･荻原 

３／２７(日) アピタ・コムファースト 様 42,895 円 栗原･黒川･河内・ 

酉田・帆足  

※不審団体による義援金詐欺、電話による支援金詐欺などに注意しましょう。 

   見る 市民の皆様がどのようなことで困っているのか、必ず現場を見に行きます。 

   聞く 市(行政)に対し、どのようなことで困っているのか、必ず要望を伺います。 

   言う 市(行政)の担当部署に 必ず伝えます。 

   答える 相談された方に担当部署と話し合った内容と結果を 必ず答えます。 

栗原おさむ事務所 
〒326-0824 足利市八幡町１－２－８ 

TEL:0284-72-8292 FAX:0284-73-6681 

※お困り事や不都合な点などございましたら、お気軽にお申し付けください(^^)v 

必
ず
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行
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す


